おうちの しごと
やってみよう！
小 (しょう)学 (がく)生 (せい)のみなさんと保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)のみなさまへ
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小 (しょう)学 (がく)生 (せい)のみなさんへ
○この冊 (さっ)子 (し)の使 (つか)い方 (かた)
みなさんは、ふだん、おうちのしごとをしていますか?
おうちのしごとをすることは、人 (ひと)の役 (やく)に立 (た)ちながら、いろいろなことをおぼえたり、学 (まな)んだりするとてもよいチャンスです。おうちにいる時 (じ)間 (かん)が長 (なが)い夏休 (なつやす)みを利 (り)用 (よう)して、おうちのしごとをはじめてみませんか？ 
おうちの人 (ひと)と話 (はな)し合 (あ)って、どんなしごとをするのかを決 (き)めたら、この冊 (さっ)子 (し)にきろくをつけてみましょう。
楽 (たの)しく、そして進 (すす)んで、おうちのしごとができるようになるといいですね。
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学 (がっ)校名 (こうめい)　　　　　　　　　　　　年 (ねん)　　組 (くみ)
[image: 画像032]
　　　　　　　　名 (な)前 (まえ)


　　　　　　　　　神 (か)奈 (な)川 (がわ)県 (けん)教 (きょう)育 (いく)委 (い)員 (いん)会 (かい)
[image: 画像037][image: すずめ1][image: すずめ2]夏休 (なつやす)みのおうちのしごとのきろく
◇おうちのしごとはできましたか？
しごとをした日 (ひ)には、◎や○などのしるしをつけたり、シールをはったりしましょう。
（おうちの方 (かた)へ：夏 (なつ)休 (やす)み期 (き)間 (かん)は学 (がっ)校 (こう)によって異 (こと)なりますので、日 (ひ)付 (づけ)を書 (か)いてお使 (つか)いください）
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	どんなおうちのしごとをしましたか？ したことを書 (か)いてみましょう。
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	どんなおうちのしごとをしましたか？ したことを書 (か)いてみましょう。
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◇夏休 (なつやす)みのおわりに
おうちのしごとをして思 (おも)ったこと、できるようになったことを書 (か)いてみましょう。
[image: 画像038]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　月 (がつ)　　日 (にち)に記 (き)入 (にゅう)）

保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)からひとこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　月 (がつ)　　日 (にち)に記 (き)入 (にゅう)）
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保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)のみなさまへ
家事 (かじ)分担 (ぶんたん)は、様々 (さまざま)な生活 (せいかつ)能力 (のうりょく)を身 (み)につけ、働 (はたら)く経験 (けいけん)を味 (あじ)わい、家 (か)族 (ぞく)の一員 (いちいん)としての役割 (やくわり)を果 (は)たすといった、子 (こ)どもの成長 (せいちょう)や自 (じ)立 (りつ)を促 (うなが)す教 (きょう)育 (いく)的 (てき)な意義 (いぎ)がある貴 (き)重 (ちょう)な体験 (たいけん)です。また、自 (じ)分 (ぶん)が人 (ひと)の役 (やく)に立 (た)っていると実感 (じっかん)するとともに、相 (あい)手 (て)を思 (おも)いやる気持 (きも)ちや健康 (けんこう)に気 (き)をつける意 (い)識 (しき)が育 (はぐく)まれるなど、子 (こ)どもの心 (こころ)によい影 (えい)響 (きょう)があると考 (かんが)えられています。子 (こ)どもの成長 (せいちょう)とともに仕 (し)事 (ごと)の種類 (しゅるい)や内容 (ないよう)は変 (へん)化 (か)しますが、次 (つぎ)の点 (てん)に気 (き)をつけて、無理 (むり)のない範 (はん)囲 (い)ではじめてみましょう。
1 あまり負 (ふ)担 (たん)にならずにできること
分担 (ぶんたん)してほしい家事 (かじ)があったら、声 (こえ)をかけてみましょう。ポイントは「あまり負 (ふ)担 (たん)にならないこと」や「少 (すこ)し頑 (がん)張 (ば)ればできること」です。
2 仕 (し)事 (ごと)ができたら、ほめましょう
最初 (さいしょ)は上 (じょう)手 (ず)にできなくても、「とても助 (たす)かるよ」「ありがとう」といった感謝 (かんしゃ)の気持 (きも)ちを伝 (つた)えましょう。ほめることで、子 (こ)どもは自 (じ)信 (しん)をもち、自己 (じこ)肯定感 (こうていかん)が高 (たか)まります。
3 焦 (あせ)らずに長 (なが)い目 (め)で見 (み)守 (まも)りましょう
仕 (し)事 (ごと)をさせても最 (さい)初 (しょ)はうまくいかないかもしれません。時 (じ)間 (かん)がかかったり、失敗 (しっぱい)したりすることもあると思 (おも)います。焦 (あせ)らずに長 (なが)い目 (め)で見 (み)守 (まも)りましょう。















[image: 画像041]☆『家 (か)族 (ぞく)で一緒 (いっしょ)に考 (かんが)える夏休 (なつやす)み』
夏 (なつ)休 (やす)み中 (ちゅう)に、家 (か)族 (ぞく)で一緒 (いっしょ)に考 (かんが)えていただきたい、読書 (どくしょ)やしつけ・
[image: ]マナー、防災 (ぼうさい)などのテーマを盛 (も)り込 (こ)んだ保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)用 (よう)の情報 (じょうほう)をまとめました。
神 (か)奈 (な)川 (がわ)県 (けん)教 (きょう)育 (いく)委 (い)員 (いん)会 (かい)生 (しょう)涯 (がい)学 (がく)習 (しゅう)課 (か)ホームページから、ダウンロード
してご利 (り)用 (よう)ください。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/gt2/katei-gakusyusiryo.html
神 (か)奈 (な)川 (がわ)県 (けん)教 (きょう)育 (いく)委 (い)員 (いん)会 (かい)	
教育局 (きょういくきょく)生涯 (しょうがい)学習部 (がくしゅうぶ)生涯 (しょうがい)学習課 (がくしゅうか)
〒231-8588　横 (よこ)浜 (はま)市 (し)中 (なか)区 (く)日 (に)本 (ほん)大 (おお)通 (どおり)１
　　　　　　　　　　　　　電 (でん)話 (わ) （045）210-8347





イラスト：伊津美 (いづみ) 泉 (いずみ)
令 (れい)和 (わ)８年 (ねん)6月 (がつ)発 (はっ)行 (こう)
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